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要旨

我々は、利用者がWeb上のスライド教材を拡充する実践作業に参加することで学習を進める

仕組みとして、協調学習支援システム「含蓄」を開発した。このシステムは、スライド型Ｗｅｂ

教材を容易に構築．管理できる仕組みを備えると共に、利用者が講義スライド上に付菱を貼るよ

うにコメントを追記していくことで、教材の拡充作業を協調的にすすめる場を提供する。またこ

のシステムでは、利用者毎の活動状況、利用者同士のインタラクション、および実践共同体の動

態に関するアウェアネスを支援する仕組みが用意されている。この仕組みによって、利用者同士

の知識共有だけでなく、実践共同体への参加による占有を促進することを目指している。

本稿ではまず、Web上で協調学習を支援するシステムの要件について整理する。そして、こ

の要件に基づいて設計．開発された「含蓄」システムの概要について述べる。最後に、学部お

よび大学院の授業で収集したデータを元にシステムの有効性について考察する。
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１．はじめに

近年のＷＷＷ（WorldWideWeb）技術の普及に伴い、多くの教育機関や企業などにおいて、

Ｗｅｂを使った教育支援（ＷＢＴ：Web-BasedTraining）の仕組みが用いられている。ＷＢＴを使

った学習活動においては、時間と場所の制約が少なく、個々の学習者が自分のペースで学習す

ることができる。さらに、電子掲示板や電子メールなどと組み合わせることで、学習者の数が

多い場合であっても、教師と学生の間の双方向コミュニケーションを容易に実現できるという
メリットがある。

その一方で、ＷＢＴを使った教育環境を用意するためには、教材用のＷｅｂコンテンツを作成す

る手順を教師自身が習得するか、専門のスタッフにコンテンツ作成を依頼する必要がある。さ

らに、一般的なｗＢＴでは、web教材を参照する場と、教材や講義の内容について対話をする場

は、同一のＷＢＴシステム内の別の仕組みとして実現されている場合が多い。従って学習者も教

師も、教材を参照する場と議論をする場を交互に行き来する必要がある。

さらに、ＷＢＴが対象とするトレーニング型の教育ではなく、教師と学習者あるいは学習者同士
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を学習共同体の構成員と捉え、それらが対話しながら共に学びあう「協調学習」を支援する仕組

みとしてweb技術を利用する場合、構成員同士のアウェアネス（気付き）をどのように支援する

かが重要な課題となる。Rogoff11によれば、学習共同体においては、教師や他の学習者がある話

題についてどれだけ知識を持っており、また誰がどの話題にどれだけ興味・関心をもっているか、

さらには共同体全体としてどのような状態にあるのかといった情報に対する気付きも、学習活動

の重要な要素である。なぜなら学習共同体の成員は、周囲を観察し、また周囲の人間から援助を

得て議論に参加していくことで、自らをその共同体にふさわしい人間に成長させていくというプ

ロセス、つまり参加による占有（ParticipatoryAppropriation）をおこなう必要があるからである。

またLave＆Wenger21が提唱する「正統的周辺参加」（LegitimatePeriPheralParticipation)」の学習

モデルでは、学習活動におけるインタラクシヨンが、社会的な実践活動と深く結びついているこ

とが必要である。さらにWertsch31は、これらの社会的インタラクションのために用いられる

｢媒介的道具（mediationalmeans)」が、構成員の認知の変容に重要な役割を果たすと主張する。

我々は、ＷＢＴを使った教育のメリットを生かしながら、これらの学習モデルや共同体への参

加モデルに基づいて、Web上での効果的な協調学習やアウェアネス支援の仕組みの実現する研

究に取り組んでいる。具体的には、まず前述したＷＢＴを使った教育のデメリットを解消するた

めに、以下の２つの要件を充足するシステムの開発を目指している。

要件１：教材と議論の場が一体化した学習支援システムの実現

要件２：HML言語を使わずにWeb用教材コンテンツの作成と拡張が容易にできる仕組みであること

さらに、ＷＢＴのメリットを生かしつつ、協調学習を効果的に支援する仕組みとして、以下の３

つの要件を満たすシステムの実現に取り組んでいる。

要件３：ネット上で、実践性の高いインタラクションを行う環境が用意されること

要件４：そのインタラクションに適した「媒介的道具」が用意されること

要件５：共同体内のインタラクションにおいて、自らが模範とすべき成員を識別し、その成

員の興味関心などに関するアウェアネスを支援する仕組みがあること

次章では、本研究に関連するＷＢＴシステムおよび協調学習支援システムの中から主なものを

取り上げ、上の５つの要件を基準として考察を行う。

2．関連研究

現在広く普及しているＷＢＴの典型的なものしては、WebCr4’が挙げられる。WebCrは、一

種のグループウェアとしてデザインされた教育環境であり、講義のシラバスや各講義用のＷｅｂ

教材を参照する仕組みが提供されるほか、双方向コミュニケーションの仕組みとして、電子メ

ールや電子会議室が用意されている。また、学習の進捗を確認するための小テストや課題作成

支援の仕組みが提供される。また、当初の開発が大学で行われたという経緯もあって、他の商

用ＷＢＴシステムに比べて導入コストが安価であるため、多くの教育機関で用いられている。た

だ、WebCTは、前述した要件１は満たしておらず、同一システムの中に教材と議論の場が別々

の形で実現されている。また、多様なメディアを用いた教材コンテンツ作成のためにはＨｒＭＬ

言語の知識が必要であり、要件２も十分に満たされているとは言えない。要件３から５につい
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ても、対話のメディアとして一般的な電子会議室および電子メールが用いられるのみであり、

これらの要件を満たす特別な仕組みが備えられているわけではない。

Web上で現実の講義に近いスタイルの受講ができるＷＢＴとして、オンデマンド学習と呼ば

れる形態が挙げられる。ＳＯＩ（Schooloflntemet)５１は、講義の様子を撮影した動画を含むデジ

タル教材を、インターネットを通じて配信することにより、従来の学校の枠を超えて、多くの

学習者が参加できる教育環境を実現している。学生数は7000名を超え、社会人も多数受講して

いる。また映像とスライドを同期させた形式の講義データが800時間分蓄積されているとされ

る。iiionline6lも、SOIと同様に映像とスライドを同期させた教材配信を行っている。SOIが基

本的にネットのみでの学習を想定していることに対して、iiionlineは、対面的な講義と組み合

わせた学習支援システムとして位置づけられている。これらの２つの事例では、電子メールや

電子会議室を用いて講義内容に関する議論の場を設けている。このようなオンデマンド学習は、

一般的なＷＢＴと比較して、実際の講義に近い雰囲気を得ることができるが、前述した要件１に

関しては、教材と議論の場を一体化した学習支援は行われていない。また要件２についても、

教材コンテンツを作業するために、講義映像の撮影、動画データのオーサリング、スライドと

の同期化などの作業が必要であり、ＷＢＴ以上に教材コンテンツ作成の負荷がかかる。ネット上

での対話に限れば、ＷＢＴと同様に、対話のメディアとして一般的な電子会議室および電子メー

ルが用いられるのみであり、要件３から５についても十分に満たされているとは言えない。

教師と学生、あるいは学生同士が、共に学び教えあう協調学習を支援する仕組みについて、

いくつかの研究事例が出てきている。ReCoNote71は、Web上で学習者がノートを作成し、そ

れらを学習者間で共有しながら学習を進めることができるＣＳＣＬ(Computer-Supported

CoUaborativeLeammg)環境である。このシステムでは、自分や他の学習者のノートを閲覧する

だけでなく、ノート間にリンクを定義することができる。そしてこの際、リンクを定義した理

由についても記述できる。このシステムを用いた実験では、ノート間の関連`性を吟味すること

により、利用者が自分の理解の矛盾点を発見するといった現象があったことが確認されている。

ReCoNoteは、利用者が容易に教材コンテンツを作成できる仕組みがあり（要件２）、教材を協

調的に作成するという実践性の高いインタラクション支援の仕組み（要件３）がある。また、

ノート作成とリンクの定義という、実践的なインクラクションに適した媒介的道具が用意され

ている（要件４)。ただ要件１については、参加者同士のインタラクションがノート作成とリン

クの定義に限定されており、電子掲示板等と比較して対話の自由度が限定されている。要件５

については、各参加者の活動や共同体全体の動態に関するアウェアネスを提示する仕組みが備

えられていない。

本研究のゴールに最も近い協調学習支援の仕組みとして、著者らの一部が本研究に先行する

形で開発した蓄積型Web教材「濫蓄」システム８１が挙げられる。謹蓄システムは、講義用に

作られたＨＴＭL文書上に利用者が付菱を貼るようにコメントを重層的に書き込んでいくことで

協調学習を支援するシステムであり、教材自体と対話の仕組みが一体化きれている（要件１を

満たしている)。また、参加者が、教材を拡張するという実践作業に参加する仕組みが用意さ

れている（要件３を満たしている)。さらに、すべての書き込みについては、「質問」「回答」

「同意」といった対話ラベルを指定する必要があり、教材拡張作業に一定の秩序性を与えるた
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